
は
じ
め
に

一
八
九
六
年
一
一
月
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
が
一

般
公
開
さ
れ
た
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
映
画
上
映
の
記
録
で
あ
る
。

こ
の
映
画
が
上
映
さ
れ
た
場
所
は
、
稲
垣
足
穂
と
縁
の
深
い
神
戸
｜
｜
足
穂
が

学
ん
だ
関
西
学
院
は
映
画
文
化
の
色
濃
い
神
戸
に
あ
っ
た
｜
｜
で
あ
っ
た
。
足

穂
の
誕
生
は
一
九
〇
〇
年
で
あ
り
、
足
穂
の
成
長
期
と
映
画
文
化
の
発
展
期
と

は
ち
ょ
う
ど
時
が
重
な
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
神
戸
は
映
画
文
化
の

み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
の
発
達
し
た
都
市
で
あ
っ
た
。

足
穂
の
幼
少
年
時
代
は
、
ま
さ
に
神
戸
の
映
画
館
の
開
業
ラ
ッ
シ
ュ
と
時
期

が
重
な
り
、
足
穂
自
身
も
「
ヰ
タ
・
マ
キ
ニ
カ
リ
ス
註
解
」（『
作
家
』
一
九
六

七
・
二
）
に
お
い
て
「
私
は
五
歳
か
ら
十
三
歳
く
ら
い
に
か
け
て
、
絵
本
や
少

年
雑
誌
よ
り
も
む
し
ろ
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
啓
発
さ
れ
、
少
な
か
ら
ぬ

恩
恵
を
蒙
っ
て
き
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

足
穂
が
映
画
か
ら
受
け
た
「
少
な
か
ら
ぬ
恩
恵
」
と
し
て
、
初
期
の
代
表
作

『
一
千
一
秒
物
語
』（
一
九
二
三
・
一
、
金
星
堂
）
な
ど
の
映
画
の
技
法
を
意
識

し
た
作
品
を
多
く
創
作
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
も
「
ラ
リ

イ
シ
ー
モ
ン
小
論
」（『
文
芸
春
秋
』
一
九
二
五
・
一
二
、
発
表
時
の
タ
イ
ト
ル

「
ラ
リ
イ
シ
モ
ン
小
論
」）
や
「
ラ
リ
ー
・
シ
ー
モ
ン
の
芸
風
」（『
映
画
時
代
』

一
九
二
八
・
一
二
）
な
ど
の
ラ
リ
ー
・
シ
ー
モ
ン
を
題
材
と
し
た
評
論
な
ど
、

足
穂
が
映
画
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
考
え
う
る
根
拠
と
な
る
作
品
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
そ
の
な
か
で
も
本
稿
で
は
「
鼻
高
天
狗
は
ニ
セ
天
狗
」

（『
海
』
一
九
七
二
・
一
一
）
を
中
心
と
す
る
「
天
狗
も
の
」
｜
｜
天
狗
に
つ
い

て
の
言
及
が
見
ら
れ
る
作
品
群
｜
｜
を
中
心
に
し
て
、
足
穂
と
映
画
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

稲
垣
足
穂
と
映
画

八
〇

稲
垣
足
穂
と
映
画

｜
天
狗
も
の
を
中
心
に
｜

西

垣

尚

子



一
、
足
穂
と
映
画

一
九
二
〇
年
代
前
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
神
戸
以
外
の
都
市

に
お
い
て
も
映
画
館
の
数
が
増
え
始
め
、
映
画
が
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
数
多
く
の
詩
人
た
ち
が
そ
の
作

品
に
映
画
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
な
ど
、
映
画
か
ら
影
響
を
受
け
た
文

学
作
品
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
竹
中
郁
の
詩
「
百
貨
店
」（『
象
牙
海
岸
』
所
収
、
一
九
三
二
・
一

二
）
は
「

」
と
副
題
が
添
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
マ
ン
・

レ
イ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
作
品
で
あ
る
。『
象
牙
海
岸
』
の
冒
頭
は
「
百

貨
店
」
を
含
む
「
五
つ
の

」
と
い
う
題
の
章
で
飾
ら
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
竹
中
郁
の
作
風
は
パ
リ
に
遊
学

し
た
と
き
に
体
験
し
た
前
衛
映
画
の
影
響
が
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
他
に
も
、

例
え
ば
雑
誌
『
映
画
往
来
』
は
詩
人
の
活
躍
の
目
立
つ
映
画
雑
誌
で
あ
る
。
特

に
、
北
川
冬
彦
が
編
集
を
務
め
た
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
〇
年
に
か
け
て
は
、

こ
の
雑
誌
の
最
盛
期
で
も
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
一
九
二
〇
年
代
前
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
足
穂
も
「
星
を

造
る
人
」（『
婦
人
公
論
』
一
九
二
二
・
一
○
）、「
七
話
集
」（『
新
潮
』
一
九
二

四
・
一
、
発
表
時
の
タ
イ
ト
ル
「
香
炉
の
煙
」）
な
ど
多
く
の
作
品
を
発
表
す

る
。「
足
穂
の
作
品
に
頻
出
す
る
映
画
は
表
現
派
映
画
の
傑
作
『
カ
リ
ガ
リ
博

稲
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士
』
で
あ
る
。
特
に
初
期
の
陰
影
の
あ
る
作
品
に
影
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
こ
う
。」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
多
く
の
作
品
が
、

映
画
的
な
方
法
を
意
識
し
た
作
品
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
足
穂
が
幼
少
期
に
観
た
映
画
に
つ
い
て
の
思
い
出
を
書
い
た
作

品
と
し
て
、
例
え
ば
「
神
戸
三
重
奏
」（『
神
戸
っ
子
』
一
九
七
一
・
一

三
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
第
二
部
「
朝
日
館
の
キ
ネ
オ
ラ
マ
」
に
は

「
当
時
、
湊
川
新
開
地
は
「
ド
テ
」（
堤
防
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
上
の
方
（
湊

川
公
園
に
な
っ
て
い
る
所
）
に
は
、
小
屋
掛
け
の
見
世
物
が
並
び
、
そ
の
正
面

に
は
時
々
小
博
覧
会
が
催
さ
れ
、
下
の
方
に
は
、
劇
場
、
寄
席
、
勧
工
場
、
活

動
写
真
常
設
館
が
そ
ろ
そ
ろ
建
ち
か
け
て
い
た
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の

朝
日
館
と
は
横
田
商
会
特
約
館
と
し
て
開
業
し
た
映
画
館
で
あ
っ
た
。
足
穂
は

「
カ
フ
ェ
の
開
く
途
端
に
月
が
昇
っ
た
」（『
作
家
』
一
九
六
四
・
八
）
に
お
い

て
、
こ
の
朝
日
館
に
つ
い
て
「
神
戸
で
は
洋
画
専
門
の
朝
日
館
が
、
少
し
遅
れ

て
「
真
鍮
の
砲
弾
」
を
上
映
し
て
い
た
。」
と
回
想
し
て
い
る
。

同
じ
く
「
カ
フ
ェ
の
開
く
途
端
に
月
が
昇
っ
た
」
の
な
か
で
、
足
穂
は
浅
草

の
帝
国
館
の
思
い
出
と
し
て
「
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
会
社
の
連
続
活
劇
、
ワ
ニ

タ
・
ハ
ン
セ
ン
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ル
ホ
ー
ル
主
演
の
『
真
鍮
の
砲
弾
』
が
進
行

し
て
い
た
」
こ
と
を
挙
げ
て
、「『
真
鍮
の
砲
弾
』
の
毎
回
の
初
め
」
に
現
れ
る

映
像
の
「
意
匠
を
借
り
て
私
は
砲
弾
を
光
の
尾
を
曳
い
た
ヒ
コ
ー
キ
と
取
換
え
、

自
動
車
学
校
の
事
務
所
か
ら
出
し
て
い
た
月
刊
「
ス
ピ
ー
ド
」
に
載
せ
た
自
分



の
文
章
の
カ
ッ
ト
に
使
っ
た
」
こ
と
な
ど
を
綴
っ
て
い
る
。

「
真
鍮
の
砲
弾
」
冒
頭
部
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
冒

頭
部
の
説
明
は
「
弥
勒
」（『
文
芸
世
紀
』
一
九
三
九
・
一
二
、
発
表
時
の
タ
イ

ト
ル
「
コ
リ
ン
ト
ン
卿
の
幻
想
」）
の
第
一
部
に
詳
し
い
。
こ
の
第
一
部
は

「
真
鍮
の
砲
弾
」
と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
足
穂
の
分
身
的
な
登
場
人
物
で
あ

る
江
美
留
の
「
或
る
連
続
冒
険
活
劇
映
画
の
最
初
に
現
わ
れ
る
字
幕
が
念
頭
を

去
ら
な
か
っ
た
」
様
子
と
併
せ
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

切
紙
細
工
の
よ
う
な
都
会
の
夜
景
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
灯
の
入
っ

た
塔
形
建
物
の
向
う
に
霞
形
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
方
に
は
星
屑
が
五
つ
六

つ
き
ら
め
い
て
い
る
。
そ
こ
へ
、
砲
弾
的
印
象
を
与
え
る
一
箇
の
銃
弾
が

現
わ
れ
て
、
く
る
く
る
と
魚
の
よ
う
に
泳
ぎ
廻
っ
て
か
ら
、
尖
端
を
夜
ぞ

ら
の
一
点
に
く
っ
つ
け
る
と
、
向
っ
て
右
方
へ
大
き
な
空
中
文
字
を
綴
る

｜
｜

（
銃
弾
は
ピ
リ
オ
ッ
ド
の
代
り
に
な
っ
て
そ
の

場
に
停
止
し
て
し
ま
う
）

こ
の
説
明
を
信
用
す
れ
ば
、
飛
行
す
る
物
体
は
「
砲
弾
的
印
象
を
与
え
る
一

箇
の
銃
弾
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
足
穂
の
「
月
刊
「
ス
ピ
ー
ド
」

に
載
せ
た
自
分
の
文
章
の
カ
ッ
ト
」
で
描
か
れ
て
い
る
飛
行
す
る
物
体
は
「
光

の
尾
を
曳
い
た
ヒ
コ
ー
キ
」
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
類
似
性
が
高
く
な
い
と
も
捉

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
足
穂
に
と
っ
て
は
「
砲
弾
的
印
象
を
与
え

る
一
箇
の
銃
弾
」「
光
の
尾
を
曳
い
た
ヒ
コ
ー
キ
」
い
ず
れ
に
し
て
も
飛
行
す

る
物
体
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
「
飛
行
す
る
物
体
」
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

二
、
空
中
飛
行

足
穂
が
処
女
作
「
チ
ョ
コ
レ
ッ
ト
」（『
婦
人
公
論
』
一
九
二
二
・
三
、
発
表

時
の
タ
イ
ト
ル
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」）
を
発
表
し
た
時
期
も
、
前
章
で
述
べ
た

よ
う
な
映
画
と
文
学
と
が
交
わ
る
時
代
と
重
な
っ
て
い
る
。「
チ
ョ
コ
レ
ッ

ト
」
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
正
真
正
銘
の
ほ
う
き
ぼ
し
」
の
ロ
ビ
ン
・
グ
ッ
ド

フ
ェ
ロ
ウ
が
ポ
ン
ピ
イ
の
要
求
ど
お
り
に
「
錫
紙
で
包
ん
だ
チ
ョ
コ
レ
ッ
ト
」

の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
ポ
ン
ピ
イ
は
最
後
に
ロ
ビ
ン
・
グ
ッ
ド
フ

ェ
ロ
ウ
が
「
何
か
ピ
カ
ッ
と
光
っ
た
も
の
」
と
な
っ
て
「
二
つ
に
割
れ
た
鍛
冶

屋
の
屋
根
を
真
上
に
抜
け
」
て
「
チ
ョ
コ
レ
ッ
ト
が
爆
発
し
た
勢
で
天
に
昇
っ

た
」
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
奇
想
天
外
な
着
想
は
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
史
に
お
い
て
有
名
な
映
画
監
督

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
メ
リ
エ
ス
の
作
品
「
月
世
界
旅
行
」（
一
九
〇
二
）
の
、
天
文

学
者
が
砲
弾
の
中
に
は
い
っ
て
月
へ
旅
行
す
る
話
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
や
や
長
く
な
る
が
以
下
に
あ
ら
す
じ
を
紹
介
す
る
。

場
面

一
、
天
文
学
者
ク
ラ
ブ
の
学
術
会
議
。
二
、
学
者
た
ち
に
旅

行
の
計
画
が
説
明
さ
れ
る
。
探
険
者
た
ち
と
そ
の
助
手
た
ち
が
任
命
さ
れ

る
。
全
員
が
熱
狂
す
る
。
閉
会
。
三
、
巨
大
な
工
場
。
発
射
物
の
製
造
。

稲
垣
足
穂
と
映
画

八
二



四
、
鋳
造
所
、
溶
鉱
炉
、
巨
大
な
大
砲
の
鋳
造
。
五
、
天
文
学
者
ら
が
砲

弾
に
乗
り
込
む
。
六
、
大
砲
の
装

。
七
、
巨
大
な
大
砲
。
擲
弾
兵
の
行

列
。
旗
を
振
っ
て
見
送
る
。
八
、
宇
宙
空
間
を
飛
行
す
る
。
月
が
接
近
す

る
。
九
、
目
の
真
中
に
。
一
〇
、
月
に
砲
弾
が
落
下
す
る
。
地
球
の
明
る

さ
。
月
か
ら
見
た
地
球
の
姿
。
一
一
、
火
口
の
平
原
。
火
山
噴
火
。
一
二
、

夢
（
火
球
、
大
熊
座
、
月
の
女
神
フ
ォ
イ
ベ
ー
、
二
重
星
、
土
星
な
ど
）。

一
三
、
吹
雪
。
一
四
、
氷
点
下
四
十
度
。
月
の
火
口
を
下
る
。
一
五
、
月

の
内
部
の
巨
大
キ
ノ
コ
が
生
え
た
洞
窟
。
一
六
、
月
世
界
人
た
ち
と
遭
遇
。

壮
烈
な
戦
い
。
一
七
、
捕
虜
た
ち
。
一
八
、
月
の
王
様
、
月
世
界
人
の
軍

隊
。
一
九
、
脱
走
。
二
〇
、
執
拗
な
追
跡
。
二
一
、
天
文
学
者
た
ち
は
砲

弾
を
発
見
。
月
か
ら
の
出
発
。
二
二
、
宇
宙
空
間
を
垂
直
に
落
下
。
二
三
、

砲
弾
は
大
海
に
落
ち
る
。
二
四
、
海
中
深
く
に
。
二
五
、
救
出
。
港
に
帰

還
。
二
六
、
大
祝
宴
。
凱
旋
行
進
。
二
七
、
旅
行
の
英
雄
た
ち
へ
の
冠
と

勲
章
の
授
与
。
二
八
、
船
員
と
消
防
士
た
ち
の
大
行
列
。
二
九
、
市
長
及

び
市
会
議
員
た
ち
に
よ
る
記
念
像
の
除
幕
式
。
三
〇
、
大
衆
の
お
祭
り
騒

ぎ
。
月
か
ら
連
れ
て
来
ら
れ
た
捕
虜
の
月
世
界
人
が
、
見
世
物
と
し
て
一

般
公
開
さ
れ
る
。

こ
の
「
月
世
界
旅
行
」
は
、
一
九
〇
八
年
四
月
一
五
日
、
東
京
の
錦
輝
館
に

お
い
て
封
切
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
錦
輝
館
は
一
九
〇
七
年
三
月
に
横
田
商

会
の
特
約
館
と
し
て
開
業
し
た
映
画
館
で
あ
る
。
先
の
「
神
戸
三
重
奏
」
の
第

稲
垣
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二
部
「
朝
日
館
の
キ
ネ
オ
ラ
マ
」
に
お
い
て
回
想
さ
れ
て
い
る
朝
日
館
も
同
じ

く
横
田
商
会
特
約
館
と
し
て
開
業
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
錦
輝
館
で
上

映
さ
れ
た
輸
入
映
画
を
朝
日
館
で
再
上
映
し
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
足
穂
は
朝
日
館
に
お
い
て
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
メ
リ
エ

ス
の
「
月
世
界
旅
行
」
を
鑑
賞
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
時
期
は
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
足
穂
が
「
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ

に
よ
っ
て
啓
発
さ
れ
」
た
と
振
り
返
っ
て
い
る
「
五
歳
か
ら
十
三
歳
く
ら
い
」

の
時
期
に
ち
ょ
う
ど
重
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

足
穂
は
「
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
」（『
作
家
』
一
九
五
七
・
一
〇
）
に
お
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

メ
リ
エ
ス
張
り
の
『
月
世
界
』
に
三
種
あ
っ
た
。

夜
更
け
の
パ
リ
の

広
場
で
、
酔
払
い
が
月
に
向
か
っ
て
酒
壜
を
投
げ
つ
け
、
つ
い
で
彼
は
煙

突
の
き
れ
は
し
に
つ
か
ま
っ
て
月
の
方
へ
昇
っ
て
行
く
。

天
文
博
士
が

巨
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
り
、
そ
の
内
部
に
お
さ
ま
っ
て
出
発
す
る
。

一
団
の
学
者
ら
が
砲
弾
の
内
部
に
乗
組
ん
で
、
月
を
め
が
け
て
射
ち
出
さ

れ
る
。
以
上
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
｜
｜
歌
劇
『
マ
ル
タ
』
抜
萃
の
マ
ー

チ
の
吹
奏
に
つ
れ
て
｜
｜
固
い
大
地
や
発
射
台
が
下
方
に
取
払
わ
れ
、
主

人
公
ら
が
ふ
わ
り
と
宙
に
浮
か
び
上
る
処
が
素
敵
だ
っ
た
。
そ
の
背
景
が

星
の
夜
空
と
置
き
換
え
ら
れ
る
と
、
高
揚
感
は
い
っ
そ
う
に
立
ち
ま
さ
っ

た
。



煙
突
に
つ
か
ま
る
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
内
部
に
入
る
、
砲
弾
の
内
部
に
乗
り
込

む
と
い
っ
た
こ
れ
ら
の
「
メ
リ
エ
ス
張
り
の
『
月
世
界
』」
は
、
い
ず
れ
も
月

を
め
が
け
た
空
中
飛
行
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
足
穂
が
「
月
」

そ
の
も
の
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
て
い
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
が
、
映
画
「
月
世

界
旅
行
」
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
作
品
「
チ
ョ
コ
レ
ッ
ト
」
に
お
い
て

ロ
ビ
ン
・
グ
ッ
ド
フ
ェ
ロ
ウ
が
「
月
」
を
め
が
け
て
飛
ん
で
い
っ
た
と
は
書
か

れ
て
い
な
い
。「
ほ
う
き
ぼ
し
」
で
あ
る
ロ
ビ
ン
・
グ
ッ
ド
フ
ェ
ロ
ウ
の
空
中

飛
行
そ
の
も
の
に
意
味
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三
、
足
穂
と
謡
曲

で
は
、
足
穂
は
空
中
飛
行
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
な
形
で
自
分
の
作
品
に

取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
こ
こ
で
は

足
穂
と
謡
曲
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

足
穂
作
品
の
背
景
に
謡
曲
の
素
養
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
行
研

究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
足
穂
作
品
の
な
か
に
多
く

登
場
す
る
謡
曲
に
は
「
羽
衣
」「
花
月
」「
天
鼓
」「
杜
若
」「
芭
蕉
」「
敦
盛
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
足
穂
自
身
が
「
日
本
の
天
上
界
」（『
詩
歌
殿
』
一
九
五

〇
・
三
、
発
表
時
の
タ
イ
ト
ル
「
謡
曲
の
宇
宙
情
緒
」）
で
記
し
て
い
る
よ
う

に
、
歯
医
者
で
あ
っ
た
足
穂
の
父
が
足
穂
の
た
め
の
寝
物
語
に
「
羽
衣
」「
鞍

馬
天
狗
」
な
ど
を
観
世
流
で
聞
か
せ
た
と
い
う
こ
と
や
、
足
穂
の
母
も
姉
も
能

を
習
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
足
穂
は
幼
い
頃
か
ら
謡
曲

に
親
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

直
接
的
に
謡
曲
に
触
れ
て
い
る
作
品
や
謡
曲
に
親
し
ん
だ
記
憶
を
記
し
た
作

品
は
、
初
期
の
足
穂
の
作
品
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
成
長

し
た
足
穂
は
し
ば
ら
く
謡
曲
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
と
も
捉

え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
高
橋
康
雄
は
「
天
上
界
へ
の
消
息
｜
｜
天

狗
考
の
形
成
」
に
お
い
て
「
初
期
の
足
穂
に
は
直
接
、
謡
曲
に
つ
い
て
触
れ
た

作
品
は
な
い
。
し
か
し
、
能
狂
言
の
持
つ
序
破
急
の
基
本
に
立
っ
た
緩
急
自
在

の
テ
ン
ポ
や
び
っ
く
り
箱
的
な
短
編
的
構
成
は
処
女
作
『
一
千
一
秒
物
語
』
に

早
く
も
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
く
、
能
舞
台
の
能
と
狂
言
の
舞
台
を
一

こ
ま
一
こ
ま
に
感
じ
な
い
こ
と
も
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。『
一
千
一
秒
物

語
』
に
収
め
ら
れ
た
掌
編
の
一
篇
一
篇
の
な
か
に
、
細
か
な
風
景
描
写
や
登
場

人
物
の
述
懐
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
簡
潔
な
作
品
構
成
も
、

能
の
簡
略
的
な
舞
台
演
出
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

足
穂
の
作
品
の
な
か
で
謡
曲
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
「
日
本
の
天
上
界
」
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
父
を
亡
く
し
た
一
九
三
三
年
頃

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
一
九
五
〇
年
二
月
、
篠
原
志
代
と
の
結
婚
の

た
め
京
都
に
移
住
し
た
足
穂
は
、
再
び
謡
曲
へ
の
関
心
を
高
め
る
の
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
映
画
に
深
く
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
謡
曲
に
は
「
花
月
」

「
鞍
馬
天
狗
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
謡
曲
に
つ
い
て
の
足
穂
の
取
り
組
み

稲
垣
足
穂
と
映
画

八
四



方
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、「
鼻
高
天
狗
は
ニ
セ
天
狗
」
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

ま
ず
思
い
出
し
た
の
は
、
昔
、
わ
た
し
の
父
の
折
に
触
れ
て
の
謡
曲
談

義
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
引
用
が
た
び
た
び
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
あ
る
人
我
名
を
尋
ね
し
に
答
え
て
い
は
く
。
月
常
住
に
し
て
云
ふ
に
及

ば
ず
。
さ
て
く
わ
の
字
は
と
問
へ
ば
、
春
は
花
、
夏
は
瓜
、
秋
は
菓
、
冬

は
火
。
因
果
の
果
を
ば
末
期
ま
で
、
一
句
の
為
め
に
の
こ
す
と

花
月

と
我
を
申
す
な
り
」

こ
の
箇
所
は
謡
曲
「
花
月
」
に
お
け
る
シ
テ
で
あ
る
花
月
少
年
の
台
詞
の
う

ち
、
以
下
の
一
節
に
該
当
し
て
い
る
。

抑
も
こ
れ
は
花
月
と
申
す
者
な
り
。
あ
る
人
わ
が
名
を
尋
ね
し
に
答
へ

て
曰
く
。
月
は
常
住
に
し
て
い
ふ
に
及
ば
ず
。
さ
て
く
わ
の
字
は
と
問
へ

ば
。
春
は
花
夏
は
瓜
。
秋
は
菓
冬
は
火
。
因
果
の
果
を
ば
末
後
ま
で
。
一

句
の
た
め
に
残
す
と
い
へ
ば
。
人
こ
れ
を
聞
い
て
「
さ
て
は
末
世
の
か
う

そ
な
り
と
て
天
下
に
隠
れ
も
な
き
花
月
と
わ
れ
を
、
申
す
な
り
。

謡
曲
「
花
月
」
の
こ
の
場
面
に
お
い
て
、
花
月
少
年
は
父
親
と
生
き
別
れ
た

後
に
天
狗
に
取
ら
れ
て
諸
国
の
山
々
を
巡
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
謡
曲
「
花

月
」
は
、
東
山
に
花
月
と
名
乗
る
喝
食
の
遊
芸
人
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
基

と
し
、
少
年
が
天
狗
に
取
ら
れ
て
全
国
の
山
々
を
巡
る
話
を
添
え
、
こ
の
花
月

少
年
の
芸
づ
く
し
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
里
井
陸
郎
は
「
花
月
」
の

稲
垣
足
穂
と
映
画

八
五

解
説
の
な
か
で
「
ス
ト
ー
リ
ー
は
あ
り
ふ
れ
た
子
盗
り
の
は
な
し
親
子
再
会
の

説
話
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
劇
的
興
味
は
二
の
次
三
の
次
で
、
天
狗
に
と
ら

れ
て
諸
国
の
山
々
を
め
ぐ
り
歩
い
た
数
奇
な
運
命
を
語
る
キ
リ
の
う
た
い
の
お

も
し
ろ
さ
と
、
人
々
の
乞
う
に
ま
か
せ
て
次
か
ら
次
へ
と
う
た
い
真
似
ぶ
さ
ま

ざ
ま
な
芸
の
た
の
し
さ
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
謡
曲
「
花
月
」
の
魅
力
は
花
月
少
年
の
芸
づ
く
し
の
楽
し
さ
に
あ
る

と
考
え
る
の
が
一
般
的
な
解
釈
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
謡
曲
「
花
月
」
を
め
ぐ
る
足
穂
の
解
釈
は
一
般
的
な
も
の
と
ず
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
謡
曲
「
花
月
」
の
シ
テ
は
花
月
少
年
、
ワ
キ
は
旅
僧
す
な

わ
ち
花
月
少
年
の
父
親
、
ア
イ
は
門
前
の
人
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
で
、
足
穂
が

特
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
花
月
少
年
を
さ
ら
っ
た
「
天
狗
」
と
い
う
素
材
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

足
穂
の
「
天
狗
」
に
対
す
る
興
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
足
穂

の
居
住
地
は
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
。
足
穂
が
天
狗
に
こ
だ

わ
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
の
は
晩
年
の
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

足
穂
は
一
九
五
〇
年
二
月
に
京
都
に
移
り
住
む
。
加
藤
郁
乎
は
「
天
狗
の
将

来
」
に
お
い
て
「
現
在
、
稲
垣
氏
宅
の
あ
る
桃
山
周
辺
も
ま
た
い
か
に
も
天
上

帰
去
来
辞
を
思
わ
せ
る
郷
愁
、
あ
る
種
の
天
狗
故
山
に
帰
ら
ん
と
い
っ
た
観
な

き
に
し
も
あ
ら
ず
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
京
都
に
住
ん
だ
体
験
が
鞍
馬
へ

の
関
心
を
呼
び
、
さ
ら
に
そ
の
関
心
が
鞍
馬
天
狗
を
は
じ
め
全
国
の
天
狗
に
つ



い
て
言
及
し
た
「
天
狗
も
の
」
の
執
筆
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
。

四
、「
天
狗
」
と
い
う
記
号

で
は
、
足
穂
は
「
天
狗
」
の
ど
の
よ
う
な
面
に
関
心
を
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。ま

ず
、
稲
垣
足
穂
が
謡
曲
「
花
月
」
の
映
画
化
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
は
「
鼻
高
天
狗
は
ニ
セ
天
狗
」
の
以
下
の
箇
所
に
明
ら
か
で
あ
る
。

う
し
ろ
を
振
り
返
る
と
、
西
山
は
茜
色
の
下
で
シ
ル
ウ
ェ
ッ
ト
に
成
り

か
け
、
手
が
届
き
そ
う
な
所
に
東
寺
の
五
重
塔
が
聳
え
て
い
た
。
な
る
ほ

ど
、
西
方
か
ら
鳥
少
年
を
乗
せ
て
飛
ん
で
き
て
、
こ
う
い
う
シ
ー
ン
を
、

こ
ん
ど
は
東
山
を
バ
ッ
ク
に
鳥
瞰
的
に
撮
れ
ば
い
い
わ
け
だ
な
と
、
わ
た

し
は
ひ
と
り
ご
ち
た
。
わ
た
し
の
頭
の
中
に
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
『
花

月
』
映
画
化
の
計
画
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「『
花
月
』
映
画
化
の
計
画
が
あ
っ
た
」
の
は
具
体
的
に
い
つ
の
頃
を
指
す
の

か
。「
鼻
高
天
狗
は
ニ
セ
天
狗
」
の
前
身
で
あ
る
「
天
狗
考
」（『
作
家
』
一
九

五
八
・
五
）
に
お
い
て
「
花
月
の
フ
ィ
ル
ム
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
契
機
と
し
て
「
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
の
末
期
に
、
僕
は
や
は
り
花
月

を
思
い
合
わ
し
た
こ
と
が
あ
る
。『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
一
場
面
、
エ
ミ
ー
ル
・

ヤ
ニ
ン
グ
ス
が
扮
す
る
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
と
の
道
行
と
し
て
、
立
連
っ
た

針
葉
樹
の
、
霧
ま
つ
わ
る

を
掠
め
、
高
く
低
く
、
山
中
に
忘
れ
ら
れ
た
古
城

や
湖
水
の
上
を
飛
ん
で
行
く
所
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
二
八
年
頃
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
箇
所
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
足
穂
は
一
連
の
「
天
狗
も
の
」
の
な
か
で
、

特
に
天
狗
及
び
花
月
少
年
の
空
中
飛
行
に
着
目
し
て
い
る
。
謡
曲
「
花
月
」
に

お
い
て
、
花
月
少
年
の
台
詞
「
さ
て
も
わ
れ
筑
紫
彦
山
に
登
り
。
七
つ
の
年
天

狗
に
と
ら
れ
て
行
き
し
山
々
を
。
思
ひ
や
る
こ
そ
悲
し
け
れ
」
に
続
い
て
「
ま

づ
筑
紫
に
は
彦
の
山
。
深
き
思
ひ
を
四
王
子
。
讃
岐
に
は
松
山
降
り
積
む
雪
の

白
峯
。
さ
て
伯
耆
に
は
大
山
さ
て
伯
耆
に
は
大
山
。
丹
後
丹
波
の
境
な
る
鬼
が

城
と
、
聞
き
し
は
天
狗
よ
り
も
恐
ろ
し
や
。
さ
て
京
近
き
山
々
さ
て
京
近
き

山
々
。
愛
宕
の
山
の
太
郎
坊
。
比
良
の
峯
の
次
郎
坊
。
名
高
き
比
叡
の
大
嶽

に
。」
な
ど
と
、
様
々
な
山
の
名
前
が
謡
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
れ
て
足
穂
は

「
天
狗
の
棲
む
山
々
が
宛
ら
活
動
写
真
の
青
い
フ
ィ
ル
ム
が
繰
ら
れ
て
い
る
か

の
よ
う
に
、
次
々
に
現
わ
れ
て
く
る
の
だ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
足
穂
の
な
か
で
謡
曲
「
花
月
」
は
「
フ
ィ
ル
ム
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

足
穂
に
と
っ
て
の
「
フ
ィ
ル
ム
」
す
な
わ
ち
映
画
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
第
一

章
で
挙
げ
た
「
真
鍮
の
砲
弾
」
や
第
二
章
で
挙
げ
た
「
月
世
界
旅
行
」
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
砲
弾
や
大
砲
の
「
飛
行
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
物
体
の
「
飛

行
」
が
可
能
で
あ
る
世
界
と
い
え
よ
う
。
足
穂
が
飛
行
機
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心

を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
少
年
時
代
に
須
磨
大
神
浜
で
ア
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メ
リ
カ
人
飛
行
家
ア
ト
ウ
オ
ー
タ
ー
の

号
水
上
飛
行
を
見
て
、
ま
た
新
帰
朝

の
飛
行
家
で
あ
る
武
石
浩
玻
が
京
阪
神
三
都
連
絡
飛
行
を
試
み
た
飛
行
で
の
墜

落
死
を
知
っ
て
以
来
、
足
穂
は
「
空
中
飛
行
」
す
る
物
体
に
美
的
価
値
を
見
出

す
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
謡
曲
「
花
月
」
と
「
活
動
写
真
」
す
な
わ
ち
映
画
と
が
結

び
つ
い
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
簡
略
な
舞
台
装
置
で
演
じ
る
能
の
舞
台
に
お
い

て
、
天
狗
や
花
月
少
年
を
演
じ
る
能
役
者
が
実
際
に
空
中
飛
行
を
し
て
演
じ
て

み
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
装
置

を
用
い
て
撮
影
の
舞
台
を
作
る
映
画
に
お
い
て
は
、
あ
た
か
も
実
際
に
空
中
飛

行
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
演
じ
て
み
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
足
穂
の
模

索
し
た
「
空
中
飛
行
」
の
演
技
の
方
法
が
、
謡
曲
と
映
画
と
を
結
び
つ
け
る
契

機
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

増
田
正
造
が
「
能
の
舞
台
は
、
空
白
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
観
客
に
自
由
な

イ
メ
ー
ジ
を
羽
ば
た
か
せ
る
。
竹
を
主
材
と
し
た
能
の
作
り
物
は
、
舞
台
装
置

と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
簡
単
す
ぎ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
の
簡
素

さ
が
、
か
え
っ
て
的
確
な
効
果
を
生
む
の
だ
。」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
能
は
そ

の
舞
台
装
置
や
登
場
人
物
設
定
の
簡
潔
さ
が
観
客
の
想
像
力
を
刺
激
す
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
、
象
徴
性
の
高
い
芸
術
で
あ
る
。
一
方
、
能
と
の
比
較
に
お

い
て
、
一
九
三
〇
年
前
後
頃
の
映
画
は
で
き
る
だ
け
詳
し
く
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

そ
う
と
し
て
い
る
具
象
度
の
高
い
芸
術
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
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味
に
お
い
て
、
能
と
映
画
と
は
異
な
る
表
現
様
式
を
持
っ
た
芸
術
と
い
え
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
象
徴
度
の
高
い
芸
術
で
あ
る
能
の
詞
章
で
あ
る
謡
曲
を
具

象
度
の
高
い
芸
術
で
あ
る
映
画
に
作
り
か
え
よ
う
と
す
る
考
え
が
、
足
穂
の
な

か
で
芽
生
え
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

「
鼻
高
天
狗
は
ニ
セ
天
狗
」
で
の
天
狗
は
伎
楽
の
迦
楼
羅
面
を
起
と
す
る
烏

天
狗
を
指
し
て
お
り
、
決
し
て
中
世
末
期
以
降
の
「
大
衆
好
み
の
猥
褻
無
類
な

鼻
高
氏
」
天
狗
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
。
足
穂
が
平
田
篤
胤
の
「
古
今
妖
魅

考
」
を
引
用
し
つ
つ
「
鼻
高
天
狗
」
を
「
猥
褻
無
類
」
で
あ
る
と
酷
評
し
て
い

る
の
は
、「
鼻
高
天
狗
」
以
前
の
「
烏
天
狗
」
と
比
較
し
て
空
中
飛
行
の
イ
メ

ー
ジ
に
合
致
し
な
い
と
判
断
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

足
穂
は
ま
た
、「
鼻
高
天
狗
は
ニ
セ
天
狗
」
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

わ
た
し
は
そ
の
傍
に
、
両
膝
を
揃
え
て
坐
っ
て
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
い
つ

も
、

丹
後
丹
波
の
境
な
る
、
鬼
が
城
と
聞
き
し
は
、
天
狗
よ
り
も
お
そ

ろ
し
や
、
が
、
早
く
出
て
く
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
謡

曲
に
は
珍
し
く
、
な
だ
ら
か
な
、
少
し
の
澱
み
も
な
い
流
れ
る
よ
う
な
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
大
江
山
や
葛
城
山
は
、
お
嬢
さ
ん
の
独
吟

を
通
し
て
聴
く
折
に
は
、
決
っ
た
よ
う
に
、
西
洋
の
お
伽
噺
に
あ
る
山
上

の
お
城
、
す
な
わ
ち
蔦
か
ず
ら
に
纏
わ
ら
れ
、
凹
凸
の
弓
櫓
を
備
え
た
建

物
を
連
想
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
一
つ
に
、
日
頃
、
彼
女
と



亜
刺
比
亜
夜
話
を
語
り
合
っ
て
い
た
せ
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
空
中
を

行
く
感
じ
が
、
い
つ
し
か
飛
行
機
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

足
穂
の
飛
行
機
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
深
さ
は
「
ラ
イ
ト
兄
弟
に
始
ま
る
」

（『
作
家
』
一
九
五
五
・
一

五
、
発
表
時
の
タ
イ
ト
ル
「

」）、「
ヒ
コ
ー
キ
野
郎
た
ち
」（『
作
家
』
一
九
六
六
・
二
、
発
表

時
の
タ
イ
ト
ル
「
扇
の
港
」）
や
、
青
少
年
向
け
に
刊
行
さ
れ
た
『
空
の
日
本

飛
行
機
物
語
』（
一
九
四
三
・
一
、
三
省
堂
）
な
ど
の
飛
行
機
に
関
す
る
エ
ッ

セ
ー
や
書
物
の
多
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
謡
曲
「
花
月
」

の
映
画
化
を
試
み
た
と
き
に
、
足
穂
に
と
っ
て
は
「
天
狗
」
も
「
飛
行
機
」
と

同
様
に
空
中
飛
行
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

大
き
く
社
会
が
変
動
し
た
長
い
期
間
に
渡
っ
て
、
足
穂
が
継
続
的
に
天
狗
も

の
に
つ
い
て
書
き
続
け
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
「
映
画
」
は
足
穂
が
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
「
活
動
写
真
」
と
は
大
き

く
異
に
す
る
。
同
様
に
「
飛
行
機
」
も
機
械
原
理
に
着
目
す
る
と
い
う
足
穂
の

美
学
に
合
う
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
敢
え
て

「
映
画
」
及
び
「
飛
行
機
」
に
つ
な
が
る
多
く
の
「
天
狗
も
の
」
を
執
筆
し
た

こ
と
自
体
に
、
足
穂
の
郷
愁
的
と
も
い
え
る
美
意
識
が
表
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

稲
垣
足
穂
は
創
作
の
な
か
に
映
画
を
用
い
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
映
画
に

つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
や
論
考
も
執
筆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
格
的
な
映
画
論

と
し
て
は
「
僕
の
触
背
美
学
」（『
作
家
』
一
九
五
五
・
九
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
僕
の
触
背
美
学
」
の
な
か
で
、
足
穂
は
「
僕
は
、
映
画
の
名
称
を
好
か
な

い
者
で
あ
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
映
画
と
は
「
早
取
写

真
を
一
コ
マ
宛
に
繰
出
し
、
い
っ
た
ん
其
処
に
停
止
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影

し
、
次
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
レ
ン
ズ
を

っ
て
、
そ
の
隙
に
次
な
る
コ
マ
と
入
れ

か
え
る
幻
燈
機
械
」
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
疑
う
ま
で
も
な
く
「
活
動
写
真
」

で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

他
に
も
「
映
画
の
つ
ま
ら
な
さ
」（『
作
品
』
一
九
三
〇
・
一
一
）
に
は
「
云

う
ま
で
も
な
く
映
画
は
、
連
続
せ
る
自
然
を
切
断
し
て
そ
の
断
片
を
配
列
し
て
、

抽
象
的
な
運
動
の
下
に
統
率
し
て
は
じ
め
の
も
の
を
再
現
し
よ
う
と
試
み
る
も

の
で
あ
る
。
私
は
便
宜
上
映
画
と
い
う
通
り
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な

点
か
ら
云
っ
て
活
動
写
真
と
い
う
字
を
使
い
た
い
。
何
故
な
ら
そ
ん
な
活
動
写

真
こ
そ
は
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
も
人
間
の
意
識
の
作
用
を
そ
の
ま
ま
に
語
っ
て
い
る

モ
デ
ル
と
し
て
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、
じ
つ
に
も
っ
て
私
た
ち
の
仕
事
だ
と
い

う
気
持
ち
を
起
さ
せ
る
か
ら
だ
。」
と
、「
活
動
写
真
」
と
い
う
呼
び
方
に
拘
泥

す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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足
穂
に
と
っ
て
「
活
動
写
真
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
見
る
こ

と
の
で
き
る
機
械
や
映
画
撮
影
の
原
理
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
「
パ
テ
ェ
の
赤
い
雄
鶏
を
求
め
て
｜
｜
オ
ブ
ジ
ェ
的
自
伝
｜
｜
」

の
第
五
部
「
日
露
戦
争
の
フ
ィ
ル
ム
」（『
文
学
界
』
一
九
七
〇
・
四
）
に
お
い

て
「
そ
の
外
題
よ
り
は
機
械
の
方
に
惹
か
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
、「
パ
テ
ェ
の
赤
い
雄
鶏
を
求
め
て
｜
｜
オ
ブ
ジ

ェ
的
自
伝
｜
｜
」
の
第
四
部
「
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
」
に
お
い
て
回
想
し
て
い
る

よ
う
に
、
母
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
「
小
さ
な
映
写
機
」
に
「
自
分
の
蒐
集
し
て

い
た
屑
フ
ィ
ル
ム
の
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
場
面
を
、
幻
灯
に
し
て
小
さ
く
映
し

て
い
た
」
り
「
映
写
機
の
側
面
投
射
図
二
枚
を
ボ
ー
ル
紙
で
作
り
、
こ
の
二
枚

で
カ
マ
ボ
コ
の
板
を
挟
ん
で
台
上
に
立
て
て
、
カ
タ
ン
糸
の
巻
枠
を
三
箇
取
付

け
た
」
り
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
機
械
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

足
穂
が
「
活
動
写
真
」
す
な
わ
ち
映
画
に
様
々
な
か
た
ち
に
お
い
て
親
し
み

を
抱
い
て
お
り
、
こ
れ
を
自
分
自
身
の
作
品
構
成
の
な
か
に
取
り
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、
必
至
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

注
『
神
戸
と
シ
ネ
マ
の
一
世
紀
』（
神
戸
一
〇
〇
年
映
画
祭
実
行
委
員
会
・
神
戸
映
画

サ
ー
ク
ル
協
議
会
編
、
一
九
九
八
・
四
・
二
五
、
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）

一
九
六
二
年
六
月
『
作
家
』
に
発
表
し
た
時
の
題
名
は
「
花
月
幻
想
｜
｜

｜
｜
」
で
あ
っ
た
。「
鼻
高
天
狗
は
ニ
セ
天
狗
」
は
、
足
穂
の
「
天
狗
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考
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
は
最
終
の
も
の
で
あ
る
。
稲
垣
足
穂
は
自
分
の
作
品
の
多
く

を
改
訂
し
整
理
稿
を
発
表
し
て
お
り
、『
稲
垣
足
穂
全
集
一
〇
』（
二
〇
〇
一
・
七
・

二
五
）
に
収
め
ら
れ
た
こ
の
「
鼻
高
天
狗
は
ニ
セ
天
狗
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
シ
リ
ー
ズ
を
編
集
し
た
も
の
に
『
花
月
幻
想
』（
一
九
九
四
・
三
・
二

〇
、
立
風
書
房
）
が
あ
り
、「
天
狗
も
の
」
の
校
異
に
つ
い
て
は
同
書
に
収
録
さ
れ

て
い
る
高
橋
康
雄
「
天
上
界
へ
の
消
息
｜
｜
天
狗
考
の
形
成
」
に
詳
し
い
。

マ
ン
・
レ
イ
の
名
前
を
副
題
に
確
認
で
き
る
以
外
に
も
、「
百
貨
店
」
の
詩
自
体

に
映
画
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
え
ば
和
田
博
文
は
『
テ
ク
ス
ト
の
交
通

学

映
像
の
モ
ダ
ン
都
市
』（
一
九
九
二
・
七
・
三
一
、
白
地
社
）
の
な
か
で
「
行

頭
に
番
号
を
打
ち
、
次
行
と
の
間
を
一
行
明
け
て
い
る
。
各
行
が
独
立
し
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
し
か
も
そ
れ
は
非
常
に
視
覚
的
で
あ
る
。
ま
ず
開
閉

す
る
無
人
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。
次
に
そ
の
床
に
落
ち
て
い
る
花
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

す
る
。
そ
し
て
階
段
を
駆
け
の
ぼ
る
た
く
さ
ん
の
靴
。
イ
メ
ー
ジ
を
連
鎖
さ
せ
て
映

像
は
転
回
し
て
い
く
。
ち
ょ
う
ど
映
画
の
各
シ
ョ
ッ
ト
が
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
。」
と
読
ん
で
い
る
。

『
竹
中
郁
全
詩
集
』（
一
九
八
三
・
三
・
七
、
角
川
書
店
）
収
録
の
足
立
巻
一
編

「
年
譜
」
に
よ
る
と
、
竹
中
郁
が
パ
リ
に
遊
学
し
た
期
間
は
一
九
二
八
年
三
月
か
ら

一
九
三
〇
年
二
月
ま
で
で
あ
る
。

例
え
ば
一
九
二
八
年
に
は
北
川
冬
彦
「
リ
ア
・
ド
・
プ
テ
イ
」（
一
一
月
）、
春
山

行
夫
「
バ
ス
タ
ー
・
キ
ー
ト
ン
」（
一
二
月
）。
一
九
二
九
年
に
は
百
田
宗
治
「
顔
」

（
一
月
）、
仲
町
貞
「
飛
行
機
」（
二
月
）、
北
川
冬
彦
「
支

二
篇
」（
一
〇
月
）、
北

川
冬
彦
「
絶
望
の
歌
」（
一
一
月
）、
サ
ト
ウ
・
ハ
チ
ロ
ー
「
活
動
写
真
の
詩
」（
一

二
月
）、
一
九
三
〇
年
に
は
辻
野
久
憲
「（
無
題
）」（
六
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

引
用
は
「
足
穂
ミ
ニ
情
報

活
動
写
真
を
作
り
た
か
っ
た
？
」（『
新
文
芸
読
本

稲
垣
足
穂
』（
一
九
九
三
・
一
・
二
五
、
河
出
書
房
新
社
）
に
よ
る
。

『
神
戸
と
シ
ネ
マ
の
一
世
紀
』（
前
掲
）
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
開
業
し
た



映
画
館
と
し
て
他
に
、
最
初
の
映
画
館
相
生
座
、

パ
テ
ェ
社
の
作
品
を
多
く
上
映

し
た
湊
座
、
吉
沢
商
店
の
特
約
館
で
あ
っ
た
桂
座
、
そ
し
て
栄
館
、
敷
島
館
、
松
本

座
な
ど
の
映
画
館
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
一
〇
年
三
月
二
六
日
の
『
神
戸
又
新
日

報
』
の
記
事
「
活
動
の
全
盛
な
る
は
、
時
は
こ
れ
金
な
る
を
知
り
し
生
存
競
争
者
が

十
銭
で
娯
楽
が
出
来
る
と
こ
ろ
よ
り
押
か
く
る
は
時
世
と
や
言
う
べ
く
、（
略
）
手

つ
と
り
早
く
愉
快
な
り
。
噫
、
活
動
な
る
か
な
、
活
動
な
る
か
な
」
か
ら
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
映
画
は
大
衆
娯
楽
の
代
表
的
存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
自
動
車
学
校
の
事
務
所
か
ら
出
し
て
い
た
月
刊
「
ス
ピ
ー
ド
」
に
載
せ
た
自
分

の
文
章
」
と
は
「
懐
し
の
鳴
尾
時
代
」
を
指
す
。『
ス
ピ
ー
ド
』
第
一
四
八
号
（
一

九
三
〇
・
七
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
足
穂
の
書
い
て
い
る
「
カ
ッ
ト
」
と

は
左
図
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
チ
ョ
コ
レ
ッ
ト
を
壊
す
た
め
に
鍛
冶
屋
が
鉄
槌
を
打
ち
自
分
の
家
を

「
半
分
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
」
し
ま
い
、
ポ
ン
ピ
イ
は
「
真
青
に
な
っ
て
街
を
走
」
る

が
警
官
に
つ
か
ま
っ
て
し
ま
う
オ
チ
に
は
、
ラ
リ
ー
・
シ
ー
モ
ン
の
作
品
「
弗
箱
シ

ー
モ
ン
」
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
の
鉄
橋
爆
発
と
そ
れ
を
飛
び
越
え
る
自
動
車
と
の
共

通
性
が
見
ら
れ
る
。
足
穂
は
「
ラ
リ
ー
・
シ
ー
モ
ン
の
芸
風
」（『
映
画
時
代
』
一
九

二
八
・
一
二
）
に
お
い
て
「

「
弗
箱
シ
ー
モ

ン
」
こ
れ
も
ム
リ
に
長
く
し
た
よ
う
な
長
編
で
期
待
に
は
ず
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

只
、
お
し
ま
い
に
鉄
橋
爆
破
と
そ
こ
を
と
び
こ
え
る
自
動
車
が
あ
る
。
こ
れ
は
ラ
リ

ー
・
シ
ー
モ
ン
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
た
く
み
な
ト
リ
ッ
ク
に
い
つ
も
僕
を

感
心
さ
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
チ
ョ
コ

レ
ッ
ト
」
は
多
く
の
映
画
的
方
法
を
踏
ま
え
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

引
用
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ド
ゥ
ー
ル
『
世
界
映
画
全
史
三

映
画
の
先
駆
者
た
ち

｜
｜
メ
リ
エ
ス
の
時
代

』（
村
山
匡
一
郎
・
出
口
丈
人
・
小
松
弘
訳
、

一
九
九
四
・
二
・
二
五
、
国
書
刊
行
会
）
に
よ
る
。
併
せ
て
「
三
場
構
成
の
幻
想
的

で
奇
抜
な
十
の
映
画
場
面
。
上
映
時
間
、
十
六
分
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ド
ゥ
ー
ル
『
世
界
映
画
全
史
三

映
画
の
先
駆
者
た
ち
｜
｜
メ

リ
エ
ス
の
時
代

』（
前
掲
）
に
よ
る
。

例
え
ば
『
新
文
芸
読
本

稲
垣
足
穂
』（
前
掲
）
の
「
タ
ル
ホ
の
感
覚
的
唯
物
史

観
の
物
た
ち
」
の
な
か
の
一
項
目
「
月
の
マ
ー
ク
」
に
お
い
て
「
バ
ワ
リ
ア
製
コ
ピ

エ
ル
・
ロ
オ
ト
を
初
め
、
足
穂
は
花
王
石
鹸
の
目
鼻
つ
き
月
の
顔
、
ド
イ
ツ
の
ス
テ

ッ
ド
レ
ル
・
ペ
ン
シ
ル
、
化
粧
品
、
マ
ッ
チ
、
衛
生
具
、
即
席
カ
レ
ー
粉
等
々
の
意

匠
に
残
っ
て
い
る
月
美
人
を
好
む
が
、
平
板
的
な
背
景
を
広
大
無
辺
な
立
体
に
ま
で

置
き
換
え
よ
う
と
い
う
宇
宙
感
を
代
弁
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

須
永
朝
彦
「
少
年
愛
の
苦
学
」（『
タ
ル
ホ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

別
冊
幻
想
文
学
三
』

一
九
八
七
・
一
二
・
一
五
、
幻
想
文
学
出
版
局
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

引
用
は
『
花
月
幻
想
』（
前
掲
）
に
よ
る
。

「
日
本
の
天
上
界
」
に
は
「
さ
て
私
が
今
更
に
謡
曲
と
い
う
幼
馴
染
に
注
意
し
た

の
は
、
十
数
年
前
、
父
を
失
っ
て
そ
の
中
陰
明
け
の
日
に
、
謡
仲
間
の
そ
れ
が
し
氏

が
仏
壇
の
前
で
『
摂
待
』
を
う
た
う
の
を
聴
い
た
時
で
あ
っ
た
。」
と
あ
る
。

一
九
五
七
年
一
月
『
き
ょ
う
と
』
に
発
表
さ
れ
た
「
天
狗
考
｜
｜
花
月
幻
想
曲
」

は
、
最
初
に
発
表
さ
れ
た
「
天
狗
も
の
」
で
あ
る
。
こ
の
該
当
部
分
に
は
以
下
の
よ

稲
垣
足
穂
と
映
画

九
〇



う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
春
は
花
の

、
夏
は
瓜
の

、
秋
は
果
実
の

、
冬

は
火
の

、
こ
れ
そ
加
え
て
月
は
常
住
な
れ
ば
、
自
ら
を

と
こ
そ
名
乗

り
候
」

引
用
は
『
謡
曲
大
観
第
二
巻
』（
一
九
六
四
・
一
・
一
〇
、
明
治
書
院
）
に
よ
る
。

里
井
陸
郎
「
花
月
」（『
謡
曲
百
選
（
上
）』
所
収
、
一
九
七
九
・
五
・
一
〇
、
笠

間
書
院
）

引
用
は
『
別
冊
新
評

稲
垣
足
穂
の
世
界
』（
第
一
〇
巻
第
一
号
、
一
九
七
七
・

四
・
一
〇
）
に
よ
る
。

「
天
狗
考
」（『
作
家
』
一
九
五
八
・
五
）
は
全
集
未
収
録
作
品
の
た
め
、
引
用
は

『
花
月
幻
想
』（
前
掲
）
に
よ
る
。

田
中
純
一
郎
『
日
本
映
画
発
達
史
第
二
巻
』（
一
九
八
〇
・
三
・
二
〇
、
中
央
公

論
社
）
に
お
い
て
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
は
「
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）」
の
日
本
上
映

で
あ
っ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

に
同
じ
。

高
橋
康
雄
「
郷
愁
の
原
点
」（『
新
文
芸
読
本

稲
垣
足
穂
』
所
収
、
前
掲
）
に
お

い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
足
穂
の
小
学
生
上
級
か
ら
関
西
学
院
中

等
部
に
か
け
て
一
貫
し
て
い
た
も
の
に
、
飛
行
機
へ
の
関
心
が
あ
る
。
明
治
四
十
五

年
六
月
下
旬
、
須
磨
天
神
浜
に
お
け
る
米
人
飛
行
家
ア
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
よ
る

号

の
水
上
飛
行
を
見
た
の
が
、
足
穂
と
飛
行
機
の
最
初
の
出
合
い
で
あ
る
。
次
に
見
た

の
は
武
石
浩
玻
の
白
鳩
号
で
あ
っ
た
が
、
操
縦
者
は
す
で
に
墜
死
し
た
あ
と
で
、
機

械
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
壊
れ
て
い
た
。
大
正
二
年
五
月
、
米
国
帰
り
の
飛
行
家
・
武

石
浩
玻
は
京
阪
神
都
市
連
絡
飛
行
を
試
み
た
が
、
飛
行
を
終
え
て
伏
見
深
草
練
兵
場

へ
降
り
よ
う
と
し
た
間
際
に
墜
落
し
た
と
噂
さ
れ
て
い
た
。」

増
田
正
造
「
能
へ
の
招
待
」（
山
崎
正
和
編
『
世
阿
弥

日
本
の
名
著
一
〇
』
一

九
六
九
・
一
〇
・
一
〇
、
中
央
公
論
社
）

本
論
で
は
、「
活
動
写
真
」
と
い
う
呼
び
名
に
こ
だ
わ
る
足
穂
の
考
え
を
踏
ま
え

稲
垣
足
穂
と
映
画

九
一

た
う
え
で
、
あ
く
ま
で
便
宜
上
「
映
画
」
と
称
し
た
。

な
お
、
稲
垣
足
穂
の
文
章
の
引
用
は
原
則
と
し
て
『
稲
垣
足
穂
全
集
全
一
三
巻
』

（
二
〇
〇
〇
・
一
〇
・
一
五

二
〇
〇
一
・
一
〇
・
二
五
、
筑
摩
書
房
）
を
使
用
し
、

ル
ビ
と
傍
点
は
簡
略
化
し
た
。
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